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１．事業の背景と目的 

 背景 

高度成長期に人口が急増した本市は、オールドタウン化するニュータウンを多数抱えるほか、急な

斜面地にある住宅地や、連続するミニ開発で道路の入り組んだ住宅地も多く、流通困難な空き家、空

き家予備軍が少なくない。本市では、不動産流通関連の専門家が集まって空き家の流通を促すため、

平成 30 年 5 月に「いこま空き家流通促進プラットホーム」が設立した。発足から 2年で、取扱物件

61 件中 21 件が制約に至り空き家が解消されつつある。 

 

 趣旨 

空き家の解消実績も増える中、今までの流通促進手法では流通に至らない物件が生じていることか

ら、これらの物件に対する新たな対応策の実施や空き家を利活用し自分らしい住まい方・暮らし方の

実現を求める者（空き家利活用希望者）への対応体制を強化するとともに、持続可能な組織体制にす

るための体制強化を行う。 

 

 目的 

• 空き家所有者情報の安定的収集及び利活用希望者情報の効率的収集 

• 成約が困難な空き家の流通促進 

事 業 名 称 
「公的データ・信用力を活用した、攻めの空き家対策」 

 ～全国展開可能な官民連携モデル～ 

事 業 主 体 名 生駒市 

連 携 先 
いこま空き家流通促進プラットホーム（以下、「プラットホーム」という） 
学識経験者 

対 象 地 域 奈良県生駒市 

事 業 概 要 

【ア】 先進事例研究会及び先進地視察研修会の実施 

【イ】 郵便局等の空き家情報をよりキャッチしやすい組織と連携し、新たに

発生した空き家を把握する体制の整備 

【ウ】 空き家利活用希望者への対応体制の強化 

【エ】 流通に至らない物件に対する新たな対応策の検討・実施 

【オ】 プラットホームの組織体制の強化 

事 業 の 特 徴 

【ア】 参画事業者のスキルアップ 

【イ】 新たに発生する空き家情報を効果的に収集する仕組みづくり 

【ウ】 空き家利活用希望者への支援の仕組みづくり 

【エ】 空き家利活用促進のための空き家と利活用希望者とのマッチング 

【オ】 持続可能な組織体制づくり 

成 果 

【ア】 泉北ニュータウンへの視察・事例研究 

【イ】 郵便局と連携したプラットホーム利用促進 

【ウ】 利活用対応チームの再編と問い合わせ対応 

【エ】 利活用希望者との空き家マッチングイベントの開催（利活用希望者用

パンフレットの作成） 

【オ】 業種間連携の推進・自主財源の確保（会則・運営マニュアルの作成） 

成果の公表方法 生駒市ホームページ等で公表 
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• いこま空き家流通促進プラットホームの組織体制強化 

 

２．事業の内容 

 

（１）事業の概要と手順 

 

 取組フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割分担 

 

 

取組内容 具体的な内容（小項目） 担当者（組織

名） 

業務内容 

【ア】先進事例研究会及び

先進地視察研修会の実施 

先進事例研究会及び先進

地視察研修会の企画・運

営 

市、プラットホー

ム参画事業者 

流通しづらい物件に対して、効

果的かつ持続性ある本市に相

応しい対応策をプラットホーム

参画事業者とともに検討するた

め、プラットホーム参画事業者

を対象にした先進事例研究会

及び先進地視察研修会を企

画・運営する。 

表 1 役割分担表 

図 1 取組フロー図 
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先進事例研究会の会場提

供 

市 先進事例研究会の会場を提供

する。 

先進事例の情報収集 市、プラットホー

ム参画事業者、

学識経験者 

流通しづらい物件に付加価値

をつけ、流通させている先進事

例の情報を収集する。 

【イ】郵便局等の空き家情

報をよりキャッチしやすい

組織と連携し、新たに発生

した空き家を把握する体

制の整備 

連携方法の検討・実施 市 多様な主体と連携し、効率的

に空き家情報を把握する仕組

みを検討・実施する。 

【ウ】空き家利活用希望者

への対応体制の強化 

空き家利活用希望者情報

を収集する仕組み検討・構

築 

市、空き家利活

用希望者対応

チーム、学識経

験者 

空き家利活用希望者情報を収

集する仕組みを検討・構築す

る。（受付方法、窓口の設置

等） 

空き家利活用希望者対応

チームの体制強化 

市、空き家利活

用希望者対応

チーム、学識経

験者 

対応事業者の拡大等により、

空き家利活用希望者対応チー

ムの体制を強化する。 

【エ】流通に至らない物件

に対する新たな対応策の

検討・実施 

流通に至らない物件の整

理・分析 

市、プラットホー

ム参画事業者、

学識経験者 

流通に至らない物件の整理・

分析を行う。 

空き家利活用希望者を対

象としたマッチングイベント

の企画・実施 

市、プラットホー

ム参画事業者、

学識経験者 

空き家利活用希望者を対象と

したマッチングイベントを企画・

実施する。 

マッチングイベントでモデルと

なった空き家の見学会の企画・

実施する。 

空き家利活用希望者を対

象としたマッチングイベント

の広報 

市、プラットホー

ム参画事業者 

特に生駒市外の空き家利活用

希望者に届く効果的なＰＲ方

法を検討・実施する。 

空き家所有者との折衝 物件担当事業

者 

モデルとなる空き家所有者との

折衝を行う。 

マッチングイベントとシティ

プロモーションとの連携 

市 マッチングイベントをシティプロ

モーションと連携させて実施す

る。 

【オ】プラットホームの組織

体制の強化 

組織体制の検討（代表者、

費用負担等） 

市、プラットホー

ムのとりまとめ役 

とりまとめ役へのヒアリング、組

織体制強化策を検討・実施す

る。（代表者、費用負担等） 

会則、マニュアル等の整備 市、プラットホー

ムのとりまとめ役 

組織体制の検討を踏まえ、会

則、マニュアル等を整備する。 

実施した取組の取りまと

め・公表 

空き家所有者対応マニュ

アルの作成 

市、プラットホー

ム参画事業者 

空き家所有者対応マニュアル

を作成 
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 進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家利活用希望者対応

マニュアルの作成 

市、プラットホー

ム参画事業者 

空き家利活用希望者対応マニ

ュアルを作成する。 

空き家利活用希望者用パ

ンフレットの作成、周知 

市、空き家利活

用希望者対応

チーム 

空き家利活用希望者用パンフ

レットを作成、周知する。 

表 3 取組の流れ 

表 2 進捗状況表 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

先進事例研究会及び先進地視察研

修会の企画・運営

先進事例研究会の会場提供

先進事例の情報収集

【イ】郵便局等の空き家情報をよりキャッチしやすい組織と

連携し、新たに発生した空き家を把握する体制の整備
連携方法の検討・実施

空き家利活用希望者情報を収集す

る仕組み検討・構築

空き家利活用希望者対応チームの

体制強化

流通に至らない物件の整理・分析

空き家利活用希望者を対象とした

マッチングイベントの企画・実施

空き家利活用希望者を対象とした

マッチングイベントの広報

空き家所有者との折衝

マッチングイベントとシティプロモー

ションとの連携

組織体制の検討（代表者、費用負

担、業種間連携等）

会則、マニュアル等の整備

空き家所有者対応マニュアルの作

成

空き家利活用希望者対応マニュア

ルの作成

空き家利活用希望者用パンフレット

の作成、周知

【オ】プラットホームの組織体制の強化

【エ】流通に至らない物件に対する新たな対応策の検討・

実施

【ウ】空き家利活用希望者への対応体制の強化

実施した取組のとりまとめ・公表

令和2年度
具体的な内容（小項目）

【ア】先進事例研究会及び先進地視察研修会の実施

取組内容

①

②

④

郵便局窓口での申込み受付開始

新チームでモデル対応開始

空き家見学会中止→個別対応に切替

空き家マッチングセミナー開催
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（２）事業の取組詳細 

 

【ア】 先進事例研究会及び先進地視察研修会の実施 

 

【ア】－１ 泉北ニュータウンでの空き家の利活用事例の研究 

 堺市は、泉北ニュータウン再生指針をもとに、市民、事業

者と連携し、ハード、ソフト両面から地域の魅力づくり、

ブランド力向上に取り組み、内外から高い評価を得ている。

特に、その中で、空き家を地域の事業者や建築士との連携

のもと、付加価値をつけて流通させ、空き家流通、暮らし

の質、まちの魅力、それぞれが高まる好循環が生じている

点に注目し、今回の視察先として選定した。 

 参加者：プラットホーム参加者６名、市職員３名 

 

 

 

日程 12 月 1 日（火）14：00～17：00 （13：45 集合） 

集合場所／泉北高速鉄道 栂・美木多駅 改札前 

内容 13：45 集合／泉北高速鉄道 栂・美木多駅 改札前（タクシーに分乗して移動） 

14：00 コワーキングスペース「ゆっくりばこ」（堺市南区檜尾 149-2）到着 

・住宅をリノベーションしたコワーキングスペースの見学 

・堺市ニュータウン地域再生室および泉北ニュータウン住宅リノベーション協議会か

ら、空き家の状況、泉北ニュータウン再生指針にもとづく一連の空き家活用、地域ブ

ランディングに関するプロジェクト等説明、質疑応答 

      （タクシーに分乗して移動） 

15：30 丘の上の惣菜屋さん 「やまわけキッチン」（堺市南区茶山台2-1-1 21棟）到着 

・集会室をリノベーションした図書館にて、（公営住宅のリノベーション）等説

明、質疑応答 

・公営住宅をリノベーションした「やまわけキッチン」、「ニコイチ」施設の見学 

17：00 泉北高速鉄道 泉ヶ丘駅に移動、駅にて解散 

 

1．コワーキングスペース「ゆっくりばこ」 

 住宅をリノベしたコワーキングスペース 

 泉北 NT の空き家の状況、空き家活用、地域ブラン

ディングに関するプロジェクト 

 講師：西 恭利氏（泉北 NT 住宅リノベーション協

議会事務局）、三木 愛子氏、高松 俊氏（堺市） 

 

2．丘の上の総菜屋さん「やまわけキッチン」、茶山台

としょかん 

 団地の空き室活用と地域でお金が回る仕組みを実現した惣菜カフェ、集会室をリノベした図書

館の見学と意見交換 

 DIY 支援と DIY を通じた交流のできる「DIY のいえ」見学 

 講師：湯川まゆみ氏（NPO 法人 SEIN） 

写真 1 コワーキングスペース「ゆっくりばこ」 

図 2 視察研修会案内チラシ 

表 4 視察概要 
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【イ】 郵便局等の空き家情報をよりキャッチしやすい組織と連携し、新たに発生した空き家を把握

する体制の整備 

 

【イ】－１ 郵便局との連携方法の検討・実施 

 郵便局の特長を活かした体制整備を行った。 

 1)市内 11 ヶ所に窓口が点在している 

 2)長年、地域に密着したサービスを提供 

 現役世代から高齢者まで幅広い層にプラッ

トホームの制度を伝え、利用しやすい体制

を整えることで空き家状態の早期解消を目

指す。 

 空き家に関する業務について、郵便局と市

町村が連携する取組みは関西初。 

<利用の流れ> 

①プラットホーム利用希望者が郵便局窓

口へ利用申込書を提出 

②郵便局が市に申込書を送付 

③市が１週間以内に利用希望者にヒアリ

ング日程を連絡 

④市によるヒアリング後、利活用希望者か

ら得た空き家情報をプラットホームへ

提供し、プラットホーム参画事業者がオ

ーダーメイドの支援を実施 

 

写真 2 茶山台としょかん 
写真 3 DIY のいえ 

図 3 連携に関する報道資料 
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【ウ】 空き家利活用希望者への対応体制の強化 

 

【ウ】－１ 空き家利活用希望者対応チームの再編 

 異業種連携の強みを活かすため、昨年度組織し

た不動産事業者のみの利活用希望者対応チーム

を以下のメンバーに再編。 

 メンバーの役割整理、分担の確認 

 空き家 NPO:窓口・申込者意向の整理 

 不動産事業者:物件の紹介・案内 

 建築士:改修・利活用方法の提案 

 

 

【ウ】－２ 空き家利活用希望者情報を収集する仕組み検討・構築 

 10 月 16 日(金)、12 月 13 日(日)市主催のイベントで相談申込フォームを案内。 

 利活用希望者を募り、対応を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 利活用希望者対応チーム会議の様子 

図 5 相談窓口案内 図 6 「いこまで物件探し」相談申込フォーム 

図 4 利活用希望者対応フロー 
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【ウ】－３ 効率的な情報共有の推進 

 申込者情報をグループウェア上で共有し、

利活用チーム内で交渉の進捗状況等を確

認できる体制を構築 

 

 

 

 

 

 

 

【エ】 流通に至らない物件に対する新たな対応策の検討・実施 

 

【エ】－１ シティプロモーションと連携した周知 

 シティプロモーションサイト「good cycle いこ

ま」内でイベント告知を行った。 

 併せて、移住サイトでの発信や、大阪市内のタ

ーミナル駅等へのポスター掲示等で周知を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エ】－２ 空き家マッチングイベントの実施（12 月 13 日） 

 対応が長期化している空き家を取り上げ、リノベプランを紹介するイベントを開催した。 

 イベントは大阪市内の会場参加とオンラインで企画したが、新型コロナウイルス感染予防の観

点からオンラインのみで実施した。 

<参加者> 37 名（生駒市内だけでなく、関東圏からの参加あり） 

<概要> 

 生駒市のエリアごとの魅力や特徴の紹介（利活用チームの宅建士） 

 物件紹介と活用プランの提案（利活用チームの建築士） 

1)空き家選びのポイント 

2)3 物件の紹介と活用プラン提案 

図 7 グループウェアの画面 

図 8 「good cycle いこま」での告知 

写真 5 イベント周知の様子(生駒駅) 
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①裏山の森とコンパクトな家が印象的な路地ハウス 

②商売繁盛の神様が祀られる宝山寺参道沿いの店舗可物件 

③田園風景にたたずむ広大な敷地のレトロ屋敷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 イベント周知チラシ 

図 10 空き家利活用プラン 

写真 6 イベントの様子(1) 写真 7 イベントの様子(2) 
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【エ】－３ 空き家見学会の企画(1 月 17 日)→中止、個別対応へ切り替え 

 マッチングの可能性を高めるため、マッチングイベントで紹介した 3物件を半日で見学できる

ツアーを企画。 

 3 物件を担当する不動産事業者のほか、利活用希望者対応チームの建築士等も見学先で説明対応

できるような企画。 

 市内外から 10 組の申込みがあったが、緊急事態宣言に伴う新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため中止とし、個別対応に切り替え。 

→複数組を個別に案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オ】 プラットホームの組織体制の強化 

 

【オ】－１ 組織体制の検討 

1）各団体とりまとめ役へのヒアリング、個別協議 

 プラットホーム登録事業者のとりまとめ役に対し、プラットホームの現況の問題点や課題、今

年度の方向性についてヒアリング調査を行った。 

 

項目 内容 

対象 宅建士、建築士、司法書士、建築施工、土地家屋調査士、金融機関、NPO 

日程 9 月 30 日、10 月 5 日、10 月 6 日、10 月 9 日、10 月 13 日 

ヒアリン

グ項目 

・体制強化について 

・物件情報の公開について 

・利活用希望者対応について 

・会則、マニュアルの改訂内容について 

・流通困難物件への対応について 等 

図 11 空き家見学会のしおり 図 12 物件案内用の資料 

表 5 ヒアリング、個別協議の概要 
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2）プラットホーム体制強化策検討会議の開催 

 業者団体を代表するとりまとめ役が出席、体制強化の論点、方向性について協議。 

 「主な議題」：体制・意思決定、役職、業種間連携手順、会費 など 

 

  

回 日程 内容 

第 1回 11 月 2 日（月） ・会則、マニュアルの改定検討 

・利活用希望者チームの再編 

第 2回 12 月 4 日（金） ・会則、マニュアルの改定検討／運営方法、意思決定、業種間連携、とりま

とめ役等 

・物件情報の公開について 

第 3回 1 月 21 日（木） ・会則とマニュアルの最終確認 

・収支予算案、会費等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)業種間連携のための意見交換会の開催 

 窓口として所有者と連絡・調整する宅建士と、事業者ごとに強み・特徴が異なる２業種（建築

士・建築施工）の個別協議を実施。 

 「主な議題」：現状・課題の共有、想定される連携事案、連携手順  など 

 

 

日程 内容 

12 月 17 日（木） 不動産事業者 6社、建築施工 5社 

1 月 18 日（月） 不動産事業者 6社、建築士 3社 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6 開催日程 

表 7 日程と参加人数 

写真 10 不動産事業者と建築施工の意見交換会 写真 11 不動産事業者と建築士の意見交換会 

写真 8 体制強化策検討会議の様子 11/2 写真 9 体制強化策検討会議の様子 1/21 
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【オ】－２ 会則、マニュアル等の整備 

 上記会議での協議結果を盛り込んだ、会則、運営マニュアル、事業計画・収支計画を作成し、

役員を選出。 

 「主な記載内容」 

 会則：事業、会員の義務、全体会・とりまとめ役会、役員 など 

 運営マニュアル：会費の算出方法、業種間連携等の具体的な手続き など 

 2 月 25 日（木）の全体会で会員に報告し、4月から会則・運営マニュアル等に基づき運営開始。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 対応の流れ（運営マニュアル抜粋） 

図 14 会則（P1～2） 
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図 15 会則（P3～4） 

図 16 運営マニュアル（目次） 
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 流通促進会議で対応業種が決定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 流通促進会議後に対応業種の追加が必要になった場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 運営マニュアル（P6、業種間連携） 

図 18 運営マニュアル（P7、業種間連携） 

※二次事業者対応後、価格面等で所有者の意向に添えない場合は、一次事業者が外

部事事者を選定する。 
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（３）成果 

 

【ア】 泉北ニュータウンへの視察・事例研究 

<学び・気づき> 

 参画事業者が少ないコンパクトな民間組織の強みと弱み 

 リノベ暮らし学校や中古物件見学ツアー等の多様な事業を展開する狙いと工夫 

様々な業種が関わる民間組織がどのような視点で活動をしているか、組織運営の工夫、広報と普

及、行政との関わり等、具体的な創意工夫や課題について、議論できた。 

 

【イ】 郵便局と連携したプラットホーム利用促進 

<実績> 

 市が窓口であることに安心感を持った所有者から申込 1件。→プラットホームで対応中 

 

【ウ】 利活用対応チームの再編と問い合わせ対応 

<実績> 

 申込 10 組。再編した利活用希望者対応チームで対応中。 

問い合わせ窓口を設け、イベントとリンクし問い合わせを受けるなどの工夫を行った。 

 

【エ】 利活用希望者との空き家マッチングイベントの開催（利活用希望者用パンフレットの作成） 

<イベント後の反響> 

 空き家見学会→申込 10 組。 

 利活用希望者相談申込フォーム→6組対応中。 

<成果指標：流通困難物件の成約数 1件以上> 

 流通困難物件のうち、2 件成約（イベントで紹介していない物件）。イベントで紹介した物件は

成約には至っていないものの、所有者の意識が変化しイベント前に数年ぶりに庭木を剪定した。 

 イベントの内容を利活用希望者用パンフレットとしてまとめた。 

 

【オ】 業種間連携の推進・自主財源の確保（会則・運営マニュアルの作成） 

 連携手順等、自主財源確保のための会費について、体制強化検討会議において議論するととも

に、業種間連携を推進するため、宅建士と建築施工、建築士による個別の意見交換会を実施し

た。 

 議論の結果は、会則及び改訂版運営マニュアルに盛り込んだ。会則及び改訂版運営マニュアル

は 2月 25 日開催のとりまとめ役会と全体会（総会）で承認され、４月以降は、会則等に基づき

プラットホームを運営する。 

 

○ 実施した取組のとりまとめ等 

 【エ】に記載した会則及び改訂版運営マニュアルのほか、今年度取り組んだ空き家マッチング

イベントの内容などを盛り込んだ「空き家利活用希望者用パンフレット」を作成した。 
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図 19 空き家利活用希望者用パンフレット（表面） 

図 20 空き家利活用希望者用パンフレット（裏面） 
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３．評価と課題 

 

【ア】 先進事例研究会及び先進地視察研修会の実施 

視察研修を通じて、地域の魅力づくり、ブランド力向上、組織の考え方、利活用の工夫、活動の

普及と広報など、参考になる事例を聞くことができ、今後の活動で取り入れられる点も多かった。 

参加した宅建士と建築士へのスキルアップにつながったが、一方で他業種のスキルアップについ

ては、今後継続して、様々なテーマについて開催する必要があることがわかった。 

 

【イ】 郵便局等の空き家情報をよりキャッチしやすい組織と連携し、新たに発生した空き家を把握

する体制の整備 

市内に窓口が点在し、地域密着したサービスを提供している郵便局と連携し、利用しやすい体制

を整えることができた。今後も、幅広い年代層にプラットホームを伝え、空き家状態の早期解消を

目指し、市内のネットワークを活かした複数の連絡網を開拓していくことが必要である。 

 

【ウ】 空き家利活用希望者への対応体制の強化 

利活用者希望対応チームを再編するにあたり、マッチングイベントの開催、ウェブ上の申込フ

ォームを活用した問い合わせ窓口の設置、グループウェアで情報共有など、一連の流れを構築す

ることができた。特にイベントと連携することで、複数の利活用希望者の対応実績を積むことが

できた。 

今年度はチーム再編後の試験的な運用なので、次年度以降、継続して対応できるよう、活動費

用も含めた持続可能な仕組みづくりを行うことが必要である。 

 

【エ】 流通に至らない物件に対する新たな対応策の検討・実施 

流通に至らない物件に対する新たな対応策として、マッチングイベントで利活用イメージを提

案したことで、利活用希望者の掘り起こしができ、事業者の意欲も向上した。また、副次的効果

として、空き家所有者が数年ぶりに庭木の剪定を実施するなど、空き家の適正管理にも寄与する

取組となった。 

今後、流通困難物件の増加が予想されるので、マッチングイベントのみならず、多様な切り口

で対策を行うことが必要である。 

 

【オ】 プラットホームの組織体制の強化 

プラットホーム体制強化策検討会議を当初 2 回予定だったが、検討必要事項が増え、3 回開催

した。集中して行ったことで、今まで懸案だった、業種間連携や会費等の取り決めが会則と運営

マニュアルに盛り込むことができた。また、業種間連携については、急遽、個別業種間の意見交

換会を２回実施し、連携手順等の細かい内容を詰めることができた。 

次年度以降の運営では、持続可能に必要な収入を確保するためには、今年度策定した会則とマ

ニュアルの確実な運用と、認知度、信頼度を上げるための自主事業も検討する。 
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４．今後の展開 

 

① 会則、マニュアルに沿った効率的な組織運営 

今年度、会則とマニュアルに、とりまとめ役会、業務間連携、会費等の具体的な取り決めを盛

り込むことができた。次年度以降は、これに沿って体制が効率的に運営していくこととなる。ま

た、運営していく上で不具合が生じたときには、とりまとめ役会を開催し、必要なら会則、マニ

ュアルを修正していく柔軟性も持ち合わせた組織運営を実施する。 

 

② プラットホームの周知拡大と、空き家情報の継続的なキャッチアップ 

今年度、本市シティプロモーションとの連携によるイベント周知や、地域ネットワークのある

郵便局との連携で空き家情報の収集を行った。今後も、既存組織との連携で、プラットホームや

その活動の周知、空き家情報の収集策の模索等を引き続き行っていく。 

 

③ 流通困難物件の対応策のさらなる推進 

流通困難物件の対応策として、利活用イメージ提案には一定効果があると認識した。次年度以

降、その他対応策も含めて、流通阻害要因に応じた取組を強化する。 

 

④ 利活用希望者対応の確立と市外からの意欲的な空き家利活用者の誘因 

今年度利活用希望者対応チームを再編・試験運用し、次年度以降は本格的、効率的な対応を実

施する。また、空き家の利活用方法として、シェアオフィス、シェアハウスなど、住居以外の活

用も提案し、意欲的な利活用希望者を市外から誘引することが求められる。感染症対策のため大

都市から、郊外や地方都市に移住する流れもあり、ニーズを踏まえた対応を検討する。 
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